処女の 純潔 を 論ず 

(富 山 洞 伏 姫の 一 例の 観察) 
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天地 愛好すべき 者 多し、 而 して 尤も 愛好すべき は処 

女の 純潔なる かな。 もし 黄金、 瑠璃、 真珠 を 尊と しと 

チヤ スチ チイ 

せば、 処女の 純潔 は 人界に 於け る 黄金、 瑠璃、 真珠 

をぢ よく^せん ど 

なり。 もし 人生 を 汚濁 穢染の 土と せば、 処女の 純潔 は 

けいきょく 

燈 明の 暗 牢に向 ふが 如しと 言 はむ、 もし 世路を 荊棘 

の埋 むと ころと せば、 処女の 純潔 は 無害 無痍 にして 荊 

中に 点ずる 百合 花と や 言 はむ、 われ 語 を 極めて 我が 愛 

好す る もの を 嘉賞 せんと すれ ども、 人間の 言 語 恐 ら く 

は此 至宝 を 形容し 尽くす こと 能 はざる ベ し。 噫 人生 を 

厭悪す る も 厭悪せ ざる も、 誰か 処女の 純潔に 遭 ふて 欣 

楽せ ざる もの あらむ。 



しょうり つ 

聳 立した る 彼の 偉功の 如き は、 文学史 家の 犬に 注目 

しか すべ 

すべきと ころなる べし。 然れ ども 是 等の 事、 凡て わが 

ほら せき ざ 

論題 外な リ、 いで 富 山の 洞に 寂 座し 玉 ふ 伏 姫 を 観察せ 

i 

「八 犬 伝」 一 篇を 縮めて、 馬 琴の 作意に 立 還らば、 彼 

はこの 大著 作 を 二 本の 角の 上に 置け り。 其 一は シ バル 

リイと 儒道との 混合 鉢に して、 他の 一 は 彼の 確信より 

成れる 因果の 理法な り。 全篇の 大 骨子 を 彼の 仁義 八 行 

じゅず 

の珠 数に 示した る は、 極めて 美く しく 儒道と 仏道と を 

錯綜せ しめたる ものな り。 その 結構より 言 ふ 時 は、 第 

一 輯は序 巻な り、 而 して 第二 輯の 第一 巻 は 全篇の 大発 



とくど うらめ さいらい 

得度せ り。 怨る もの ゝ後 身なりと も。 既に 仏果 を 得 

たらん に は ご 云々。 

よし ざね ことば たま づさ 

又た 義 実が 自白の 言に 「かくて かの 玉 梓が。 うら 

あきた 

みは こ、 に※ 〔# 「口 + 慊 のつ くり」、 107- 下 らず。 

なリ ゐ みやまべ 

八 房の 犬と 生か はりて。 伏 姫を将 て。 深山 辺に。 隠れ 

て 親に 物 を 思 はせ ご 云々。 

然れ ば、 馬 琴の 八 房 は 玉 梓の 後 身た る こと、 仏説に 

拠って 因果の 理を 示す ものなる こと 明瞭な り、 然して、 

この 八 房 をして 伏 姫 を 背 ひ 去る に 至ら しめたる 原因 は 

何 ぞと問 ふに、 事 成る 時 は、 伏 姫の 婿に せんと 言 ひた 

いさ まつ リ ごと 

る義 実の 一 言な り。 伏 姫が 父を諌 めて、 賞罰 は 政 



かりそめ 

の 枢機なる こと を 説き、 一 言 は 以て 苟且に すべから ざ 

る を 言 ひ、 身を捐 て、 父の 義を 立てん とする に 至りて 

は、 宛然た るシ バル リイの 美 玉な り。 爰に 至りて 伏 姫 

かた ちづ 

の 「運命」 を 形 くりし もの 二 段階 あり、 その 一 は 根 

本の 因果に して 仏説 を その 儘な リ、 而 して 其 二 は 一種 

あやまり 

の コンペ ンセ イシ ヨンに して、 一 言の 失言より 起れ る 

ものと す。 其 二の 者 は 蓋し 哲学的 観念より 来れる もの 

なるべし。 

馬 琴 を 論ずる もの、 ，. 徒 らに 勧善懲悪 を 以て 彼を責 

むる を 知って、 彼の 哲学的 観念の 画報 説に 論 入せ ざる、 

評 家の 為に 惜 まざ る を 得ず。 勧善懲悪 主 義は 支那 思想 



る もの を 代表せ り、 この 凡 悩の 人間に 纏夤 する の 実 象 

を 縮めて、 之 を 伏 姫と 呼べる 清浄無垢の 女 姫に 加へ た 

り。 凡 悩 を 見る こと、 他の 多くの 作家が 為す 如く 

わくでき ちめい 

惑溺 癡 迷の 人物に 加 ふる 事 をせ ず。 極めて 無邪気に し 

て 極めて 清潔なる 一 処女に 附き纏 はしむ。 悪魔の 魅力 

ぢょく «i 

を 仮 用して 高潔なる 舞台 を濁穢 する 泰西 作家の 妙 腕 は、 

即ち 馬 琴が 八 房の 中に あり。 始めは 伏 姫徐々 として 八 

房の 後に 従 ヘリ、 後に は 八 房 伏 姫 を 背に して 飛鳥の 如 

くに 走れり、 凡 悩の 人間 を 魅す るの 状 を 写す 何ぞ 一 に 

斯の 如く 霊なる。 輝武健 馬に 鞭ち て逐 へど も 遂に 及ば 

ず、 凡 悩の 魔力 何ん ぞ 人間の 及ぶ ところな らん や。 雲 



霧 深く 籠め て、 山 洞 又た 人力 を 以て 達すべき 道な し、 

輝武の 眼に は 川 一条な り、 然れ ども 霊界の 幻想 を 以て 

曰へば、 川 一条 は人界 と幻界 との 隔てな り。 「横 ざま 

に 推 倒されて」 以下の 文章 深く 味 ふべ し。 

えんの ぎ やう じ や これ 

役 行者 は 蓋し 「天命」 の 使者なる べし。 是に 就き 

て 言 ふべき 事 あれ ど 本題 を 離る ゝ事 遠ければ i に は 言 

はず、 唯 だ 読者と 共に 記憶すべき は、 伏 姫が 幼少の 時 

に 行者より 得た る珠 数の 事な リ。 馬 琴の 深く 因果の 理 

ぎ やう 

法 を 信ずる や、 普通の 作家の 如く 行 の 奇跡 を 以て 伏 

姫の 業因 を 断た しむる ことなく、 却って 彼 八 行の 珠玉 

を 与へ て、 伏 姫の 運命の 予言者と ならしめ 指導者と な 



らしめ たる もの、 支那 小説の 古 套とは 言へ 馬 琴の 妙 筆 

にあら ざれば、 斯の 如き 照応 を 得る こと 能 は ざら む。 

とやまの ほら 

次に 観察すべき は 富 山 洞な り。 富 山 洞 はいかなる 種 

類の 幻界 なるべき や。 

人間 世界 を 因果 転 輪の 車の 上に 立つ ものと せば、 富 

山 は 馬 琴の 想像 中に ありて 因果の 車の 軸な リ。 因果の 

n ン プリ ケ イシ ョ ン とやまの ほら 

理法の 盈 満 を 示した る もの は 富 山 洞の トラ ヂヱ 

ヂィ にして、 富 山 はこの 理法 を あら はした る 舞台な り。 

伏 姫 は 世 を 捨てつ 世に 捨てられて 此 山に 入れり。 この 

山の 真相 を 言へば、 一 方に 経文 あり。 一 方に 凡 悩 あり。 

一 方に 仙 縁 あり。 一 方に 毒 業 あり。 一 方に 無染 あり。 



一 方に 無慾 あり。 一 方に 菩提 あり。 一方に 畜生 あり。 

表面 を 仏 界なリ とせば、 裡面は 魔界な り。 表面 を 魔界 

なりと すれば、 裡面 は仏界 なり。 仏が 魔 か、 魔が 仏 か、 

一なる が 如く 他なる が 如く、 紛乱 錯綜 いづれ を いづれ 

え いまん 

と 定め 難し。 斯 くの 如くに して 業因 業果の 全く 盈満す 

るまで は、 ー箭の 飛んで 勢の 尽くる まで は、 落ちざる 

が 如き を 示せり。 これ 幻界 なり。 権 者の 大方 便と 題す 

る もの は、 即ち 所謂 コンペ ンセ イシ ヨンの 大法なる に 

あらず や。 故に 富 山の 洞 を 言 ふ 時 は、 馬 琴の 想像 中に 

於て、 因果の 理法 をつ y めた る 一 幻界に 外なら じ。 

この 幻界 に、 かの 妖 犬に 伴 はれて 入りぬ る 伏 姫 はい 



がん さう と っギ J 

岩 窓に 梅 遅 けれども。 嫁 て 胡 語 を 学ぶ の悲 みなしご 

とい ふに 至りて は、 伏 姫の 心 既に 平滑に なりて、 苦痛 

全く 痊ぇ、 真如 鏡面 又た 一 物の 存 するな し。 

然れ ども 亦た 凡 悩の 夢に 驚かさる ゝ事、 全く 無き に 

あらず。 

あるひ す ゾリ そゝが いで しみ づ 

「有 一日 伏 姫 は。 硯に水 を 滴ん とて。 出て 石 湧 を 

むすび よこば しリ たま リみづ 

掬 給 ふに。 横 走せ し 止水に。 うつる わが 影 を 見 給 

かたち かう ベ 

へば。 その 体 は 人に して。 頭 は 正しく 犬な りけ リご 

云々。 

と ありて、 之より 月 水の 絶た る こと を 説け り。 

うち 

こ、 にも 亦た 因果の 道 法 を 隠微の 中に 示顕 して 至妙 



ます/、 

理法、 益 明らかな リ。 同じ 筆意に て 成れる 文字 この 

のち 

後に も 見えたり、 曰く 「こ は 不思議 や。 と 取な ほして。 

とさ まかう さま 見 給 ふに。 数と りの 珠に 顕れ たる。 如 

やつ 

是 畜生 発 菩提心の。 八の 文字 は 跡 もな く。 いつの 程に 

あざやか 

か 仁義 礼智 忠信 孝悌と なり か はりて。 いと 鮮 に 読ま 

れた りご 

更に 又た、 

さち 

「やよ 八 房。 わがい ふ 事 をよ く 聞け かし。 よに 幸な き 

すな はち わなみ 

もの ニッ あり。 又 幸 ある もの ふたつ あり。 則 吾 儕と 

なん ぢ むすめ 

汝 なり。 己れ は 国主の 息女 なれ ども。 義を 重し とす 

ともな は 

る ゆ ゑに。 畜生に 伴 る。 これ この 身の 不幸な リ。 し 



する に 止めん とせし なる に、 図らずも 馬 琴の 哲学 

など 

に 入りて 因果 論 等 を ほのめか すに 至りぬ。 浅学の 

身に して 文学 上の 大 問題に 蹈入 りたる は 深く 自ら 

恥づ ると ころ。 読者 も しこの 心して 読ま ざ れば、 

或は 我が 精神に 違 はむ こと を 恐る。 

(明治 一 一十 五 年 十月) 
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